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1. はじめに

SyncTraX FX4では追跡するマーカーを特定す
るために，従来はテンプレートマッチング法を用い
ていた1）。これは，始めにマーカーが投影された透
視画像においてマーカーを中心とした矩形領域を切
り出してテンプレート画像を作成し，その後治療中
に収集した透視画像を探索しテンプレートと最も一
致する位置をマーカー座標として認識する手法であ
る2）。テンプレートマッチング法では，テンプレー
ト画像に対し，呼吸の全位相において透視画像上の
マーカー形状が変化しない場合，良好な追跡を行う
ことができる。そのため，球状のマーカーを使用す
ると精度の良い追跡が可能となる。一方，マーカー
の形状が円筒型や線形など非球状の場合，呼吸位相
によってはテンプレート画像と比較して透視画像上
に投影されるマーカー形状が変化し，追跡精度が低
下する可能性がある。

今回，アプリケーションのバージョンアップによ
り，物体認識を用いてテンプレートレスとした追跡
手法であるShape Recognitionが当院で利用可能と
なった3）。これは，球状（Ball）および線状（Linear）
のマーカーを追跡するモードが備わっており，マー

カー形状に応じてユーザーによる選択が可能であ
る。この追跡法を用いることで，前述のテンプレー
トマッチング法の問題点である，透視画像上に投影
されるマーカー形状が変化する場合に追跡精度が低
下することを解決し得る可能性がある。そこで，本
稿では様々な形状のマーカーを3次元的に楕円軌道
で移動させ，SyncTraX FX4の持つ2つのマーカー
追跡手法である従来のテンプレートマッチング法と
新機能であるShape Recognitionの追跡精度を比較
し，新マーカートラッキング法の有用性を評価した
ので報告する。

2. Shape Recognitionの概要

新たなマーカーの追跡法であるShape Recognition
では，透視画像内でマーカーである可能性が高いピ
クセルを特徴点として検出し，マーカーの形状に合
わせて特徴点を拡張することで，マーカーの全体構
造を自動認識することができる。Table 1に様々な
マーカーにおける島津製作所推奨の追跡方法を示す。

マーカーを追跡するにあたり，Ballモードと
Linearモードの閾値は理論上，「縦横比（Length/
Width）＞2.0」である。ただし，これは透視画像の
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Table 1   Shape Recognitionの各マーカーにおける島津製作所推奨の追跡条件

島津製作所推奨追跡法透視画像マーカー
Ball

Ball

Linear

Ball

Ball

（A）折り畳み式マーカー　φ0.28/0.4mm×10/20mm

（B）円筒型マーカー　　　φ0.9/1.2mm×3mm

（C）線形マーカー　　　　φ0.75/1.1mm×10mm

（D）球状マーカー　　　　φ1.5mm

（E）球状マーカー　　　　φ1.5/2.0mm


